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ひとつだけではないこと
校 長  中 村 都 士 治

関東 甲信越地方が梅雨に入つて 3週間余 りが経ちました。すっきりしない天気が続き、気持

ちもどんよりとしてしまいそ うな 日々です。そんな中で晴れた空の下、プールから聞こえてく

る子供たちの元気な声を聞くと、明るくすつきりとした気分にな ります。暑い暑い夏ですが、

待ち遠 しく思えてきます。

子供たちにとって雨が続 く日は、外で遊べない不満がつの ります。また、湿つぽく温度が高
いためカビも生えやす くな ります。豪雨による洪水や山崩れなど、様々な災害をもた らす こと

も最近では少なくありません。

それでも、梅雨は日本にとって、なくてはならない大切な雨の季節でもあります。梅雨の雨
を頼 りにしている大勢の人たちもいます。この時期、空梅雨で雨が少ないと田植えに困るばか
りでなく、作物の生長に影響を及ばします。水力発電のための水が足りなくなったり、飲み水
に困つたりもします。学校では水不足のためにプールが使えなくなることもあります。梅雨の
季節も立場や見方を変えることで、その良さがわかってきます。困つた雨もあれば、恵みの雨
もあります。

6月 が梅雨の季節ならば、7月 の季節行事としては、笹飾 りや五色の短冊、彦星と織姫星の
話などの七夕を思い浮かべる人も多いのではないでしょうか。七夕は、牽牛と織姫が会 う7月
7日 夜に、婦人たちが 7本の針の穴に美しい彩 りの糸を通して針仕事の上達を祈った「乞巧貧
(き こうでん)」 という中国の古い風習が奈良時代に日本に伝わり、日本に元からあった「棚

機津女 (た なばたつめ)」 の伝説と合わさったようです。日本では、江戸時代に宮中だけでは
なく庶民にも伝わり、七夕は各地に広がりました。
今のような短冊に願い事を書いて笹竹などに飾る風習は、日本だけのようです。中国では五

色の糸を吊るしたり、近年の台湾などではバレンタインデーのように男女がプレゼントを交換
したりする日になつているようです。日本でも七夕まつりを7月 7日 や旧暦に合わせた8月 7
日頃に行つたり、土曜 。日曜を含めた日にちを設定したりします。また、地域によっては、笹
飾 り、紙人形を乗せた船や行燈を川や海に流したり、水浴をしたり、子供たちが 「ロウソクも
らいJと いう行事を行つたり、そうめんを食べる習慣があったりします。さらに、旧暦で行わ
れる孟蘭盆会 (う らばんえ)の一環だったり、農作業で疲れた体を休める風習が伝えられてた
り、雨乞いや稲田の害虫を追い払 う虫送りの行事と合わさったりすることもあるようです。東
北三大祭 りで有名な「青森ねぶた祭り」や 「秋田竿灯祭 り」なども七夕祭 りが原型だというこ
とです。 日本の伝統的な年中行事である七夕ですが、時代や場所によってもだいぶ違うところ
があるようです。

ある物事に対 して、自分が見たこと、知ったこと、あるいは体験
したことが、全てではあ りません。一つの物事からでも他の様々な
面を見つけ、いろいろな考えをもつことが大切です し、一つの物事
か ら、いろいろと想像 した り、考えた りすることもできます。この
ことが、物事の理解を深めた り、自分の行動に自信をもつた り、他
者を認めた りすることに通 じていきます。あと3週間ほどで夏休み
です。ぜひ、このようなことを見つけた り、体験 した りする休みに
してほしいと思います。
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夏休みの集いは年度当初 7月 20日 (土)を予定 して
いましたが、選挙の関係で 7月 27日 (土 )に変更と
なりました。 ご確認 ください。

「給食指導について」   栄養士 ガヽ黒 友香

学校給食は、準備の方法や食事のマナー、食文
化などさまざまなことを学ぶ場 となっています。
本校では、月ごとに給食 目標を決め、指導を行っ
ています。また 日々の取 り組みとしては、食器の

置き方や食べ物の栄養、食文化などについて書い
たお便 りを各クラスに配布 してお ります。子供た
ちが楽 しく給食時間を過 ごし、毎 日元気に登校で
きるよう献立も工夫 していきたいと思います。
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「夏休みの過 ごし方について」

生活指導主任 山田智明
5月 に行われた、令和初の交通安全週間にご協

力いただいた保護者の方々、地域の方々、あ りが
とうございま した。子供たちが安心・安全な生活
を送 るためには家庭・地域・学校が共通認識のも
とに常 日頃か ら声 かけをす ることが必要 だ と思
います。これか らもご協力 をよろ しくお願いいた
します。

夏休みに入る前に「夏休みの生活Jの プリント
を配布します。ご家庭で話し合う時間を設け、夏
休みが子供たちにとって安全で思い出に残るも
のになりますようにご協力をお願いします。

「水泳指導について」 担当 中島 正皓
6月 17日 から水泳指導が始まりました。天候

にも恵まれ、 1週 目は全学年が無事にプール開き
を終えることができました。子供たちが、安全に
かつ楽 しみながら水に触れ合え、日標に向かつて
頑張れるように指導をしていきます。

水泳では、以下のような効果が望めます。
① 全身を鍛え、姿勢の向上につながる。
② 水圧下での運動により、心肺機能が高まる。
③ 血液循環や呼吸器系が活性化する。
④ 冷たい水により自律神経の働きが高まり、病

気になりづらい丈夫な体づくりにつながる。
⑤ 浮力により、陸上ではできない多様な動きが

でき、神経系の発達を促す。
また、3・ 4年生は、水難事故防止を目的とした
授業も夏体み前に実施いたします。
水泳は、子供から大人まで、幅広い方々に親 し

まれている生涯スポーッの一つです。保護者の方
々も、ぜひお子様と一緒に楽しんでください。
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